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用した成人型アトピー性皮膚炎患者の掻破行動に関する研究. 富山医科薬科大学看護学会誌,6:55-67, 2005. 

8)  原元子, 八塚美樹, 長内志津子, 安田智美, 吉井美穂, 松井文, 田澤賢次：血液透析患者への生活援助場面からみ

た看護師の援助行動プロセスのカテゴリー構造と内容について. 富山医科薬科大学看護学会誌,6:69-79, 2005. 

9)  原元子, 八塚美樹, 長内志津子, 安田智美, 吉井美穂, 松井文, 田澤賢次：血液透析患者への生活援助場面からみ
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◆ 学会報告 
1)  吉井美穂, 今西信子, 八塚美樹, 安田智美, 境美代子, 落合宏：臨地実習における看護学生のユニフォーム交換頻   
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4)  泉朱子，上野栄一：呼吸訓練方法に関する研究の特徴－呼吸訓練方法の呼称および呼吸訓練後の生理的指標のメタ

解析を中心に－． 第 18 回日本看護研究学会近畿・北陸地方会学術集会，2005，3，金沢． 
5)  河相てる美，岩城直子，三輪のり子，若林理恵子，安田智美，田中三千雄，上野栄一：上部消化管内視鏡検査にお

ける不安と苦痛との関係－Sedation との比較を通して－． 第 18 回日本看護研究学会近畿・北陸地方会学術集会， 
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6)  一ノ山隆司，上野栄一：統合失調症患者をもつ家族の日頃の思いに関する内容分析．第 18 回日本看護研究学会近畿・

北陸地方会学術集会，2005，3，金沢． 



7)  上野栄一，坪田恵子，山崎勝也，小林正：糖尿病と長谷川式簡易痴呆スケール得点との関係．第 48 回日本糖尿病学
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